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建設メディア事業部　担当／伊藤
長野県長野市南県町686-8
TEL026-234-111９
新建新聞社オンラインセミナー第６２弾　
建設ミライセミナーＡＩ建設現場活用編
～土木でＡＩ？！確実に来る波を捉える現場活用事例～

ご共催および共催名義の使用についてのご依頼

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
さて、長野県内で建設専門紙を発行する「新建新聞社」は、20２６年２月１０日に建設関連産業の技術者を対象としたオンラインセミナー『建設ミライセミナーAI建設現場活用編』を開催する予定です。本セミナーでは、各分野の第一人者より、最新の技術や事例について発表いただきます。土木技術者に現場知識を身に着け、事例について学べる内容をお届けしたいと考えております。
つきましては、本セミナーの開催趣旨をご理解賜り、ご共催を賜りたくお願い申し上げます。
セミナーの詳細については、下記の内容をご高覧いただき、ご検討のほど重ねてお願い申し上げます。
敬具
記

[bookmark: _Hlk132185397]■開催日／オンライン　２０２６年２月１０日　火曜日　１３：0０～１７：００
■開催場所／オンラインセミナー（ZOOM Workplace）　	
■参加費／①聴講料：無料
　　　②継続学習制度【CPDSユニット/設計CPD単位】希望者：申請代行手数料：６，６００円
■定員／３００人を予定　開催2日前１７時締め切り　■申込み：弊社WEBページより申込み
■対象者／建設関連企業の技術者など　■研修レベル　初・中級
■目的／新技術の情報共有　技術者の研鑽と資質向上
■主催・共催／主催：新建新聞社　共催：（一社）長野県測量設計業協会
■後援／一般社団法人全国建設業協会　
■依頼事項／本セミナーへのご共催と名義使用について

申請者　株式会社新建新聞社　セミナー事務局　伊藤尚史
長野県長野市南県町686-8
TEL : 026-234-1119 / FAX : 026-235-8386　Email: seminar@shinkenpress.co.jp

（添付資料）
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建設ミライセミナーＡＩ建設現場活用編
～土木でＡＩ？！確実に来る波を捉える現場活用事例～

建設業界では担い手不足が深刻化し、省人・省力化の切り札としてAIへの期待が高まっています。しかし建設業への調査では「活用方法を検討中」が45.5％と示すように、関心はあっても“現場でどう使うか”が課題です。一方で約3割の企業は既に特定業務でAIを活用していると回答しており、生産性向上に向けた実装は確実に進んでいます。本セミナーでは、AIを現場で活用する技術者やAIテック企業の専門家が、実例をもとに“使えるAI”を紹介。「土木でAI？！」を「これなら現場で使える」に変える実践的な視点をお届けします。担い手不足への対応と次世代の現場づくりに向け、AI活用の一歩を掴んでください。

■開催日／オンライン　２０２６年２月１０日　火曜日　１３：0０～１７：００
■開催場所／オンラインセミナー（ZOOM Workplace）　	
■参加費／①聴講料：無料
　　　②継続学習制度【CPDSユニット/設計CPD単位】希望者：申請代行手数料：６，６００円
■定員／３００人を予定　開催2日前１７時締め切り　■申込み：弊社WEBページより申込み
■対象者／建設関連企業の技術者など　■研修レベル　初・中級
■目的／新技術の情報共有　技術者の研鑽と資質向上
■主催・共催／主催：新建新聞社　共催：（一社）長野県測量設計業協会
■後援／一般社団法人全国建設業協会　

講師・スケジュール
新建新聞社より
開会・事務局からのご案内　１３：００～１３：１０

Session 1　13:10ー14:20
『生産性を爆増させるAI活用』
CIVIL CREATE株式会社　COO 長田　將吾氏 
生産性を爆増させるには、建設業特有の仕事の進め方や判断軸を理解せずしてAI活用は成立しません。本セッションでは、なぜ一般的な生成AI活用では現場成果につながらないのかを整理した上で、施工計画・現場管理・意思決定に効く「建設ならではのAI活用の考え方」を実例とともに解説します。AIを現場の武器に変えるための本質を示します。

Session 2　14:30ー15:20
『【燈】建設業における生成AIエージェントについて〜建設業の未来を照らす「あかりの建設AI」〜』
燈株式会社　AI SaaS事業本部　生成AI事業部　営業担当 下村悦司氏
建設業の生産性向上と未来のため、生成AIの基礎から建設業界における生成AIエージェントの活用事例をデモを交えてご紹介。弊社のAIが現場の課題をどう解決するかを解説します。

Session 3　15：50 – 17：00
『AIって実際どうなの？20人の建設会社が実際に使ってみた』
守屋建設株式会社　常務取締役 小松　貴志氏 
令和2年から6年、3次元データ活用で技術・収益共に成長した弊社が次に挑むのは「現場でのAI活用」です。事務作業の効率化だけでなく、実際の現場でどう役立てるか。試行錯誤の末に見えてきた、明日から使える実践的なヒントになれば嬉しいです。発展途上ながらもリアルな挑戦の記録です。

◯受講者の皆様へのお願い
【継続学習制度の受講証明について】
■CPDSのオンラインでの認定について：開始時、途中、終了時に、受講者の顔と受講番号が写った画面のスクリーンショットを撮影するほか、申込み時にCPDSユニット取得の希望を募り、リスト化する。事後セミナー事務局にて所属、氏名、番号の入ったリストとスクリーンショットを提出する。ユニットの申請は事務局が一括にて行う。
■設計CPDのオンラインでの認定について：申込時にCPDの単位取得の希望を募り、リスト化する。受講者は受講後３営業日までを期限にアンケート内にセッションごと設けられたレポート（学びや気付きなどについて200字目安）を記載し、提出する。事後セミナー事務局にて、所属、氏名の入ったリストと、受講者に送付した領収書の控え、アンケートの回答を提出する。その上で受講証明書を受講者に発行する。
※条件を全て充たさない場合は、CPD受講証明書の発行はできません。
■継続単位制度の利用について：当セミナーでは、CPDSと設計CPDは重複して申請できません。

問い合わせ先
株式会社新建新聞社　セミナー事務局　
長野県長野市南県町686-8
TEL : 026-234-1119 / FAX : 026-235-8386
Email: seminar@shinkenpress.co.jp
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